
 当病院で放射線診断検査を受けた皆様へ  

（臨床研究に関する情報） 

 

病気の原因の解明、病気の予防・診断・治療の改善、生活の質の向上などのために、人を対象として行わ

れる研究のことを臨床研究といいます。より良い医療の発展のために、多くの患者さんに臨床研究にご協力

頂くことが必要です。 

当病院では、以下の臨床研究について参加協力しております。この研究は、診療で得られた過去の記録を

まとめることによって行います。本研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針」に従い、対象となる患者さんの個人情報の管理は徹底するとともに、研究内容の情報を公開す

ることとさせていただいております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、量子医学・医療

部門 放射線医学総合研究所（043－382－4723）へご照会ください。 

【研究課題名】放射線診療における医療被ばく実態調査及び線量評価と 

           医療被ばくデータベース構築に向けた技術的検討 

【研究機関】 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構  

量子医学・医療部門放射線医学総合研究所 放射線防護情報統合センター 

【研究責任者】赤羽 恵一 

【研究目的】 医療被ばくの実態および被ばく線量に関するデータベース作成 

【研究方法】 

 ●対象となる患者さん 

  2022年 4月 1日 から 2027年 3月 31日 までにX線CT検査または透視検査（一般透視、血管造影検 

査、IVR検査）を受けられた方  

 ●利用する診療情報および利用方法 

  対象患者さんの年齢、性別、体重、撮影部位・範囲、装置メーカー、撮影方法、 

撮影条件、撮影線量データ 

 ・上記対象データを専用端末に収集し、匿名化（特定の個人を識別することができない）処理後、 

セキュリティ対策をした環境で量子医学・医療部門放射線医学総合研究所と共有させていただきます。 

 ・これら外部機関に個人を識別できる情報が提供されることはありません。 

【個人情報の取り扱い】(量子科学技術研究開発機構個人情報保護規程に従い、資料の保管管理及び利用等に関する措置を行います) 

利用する情報からは、お名前ご住所など、患者さんを直接同定できる個人情報の一切を匿名化し、厳重に

扱います。また解析結果を他の研究に利用したり、収集した個別のデータを患者様ご本人にお返しすることが

あります。 

研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用いたしません。 

この研究にご自分の診療記録を使ってほしくない方は、2026年12月31日までに当病院にお申し出くださ

い。ご自分のデータの使用をお断りになっても、治療に不利益を受けることはありません。なお、乳幼児ある

いは意識障害等でその意思表示ができない方は、患者ご家族様もしくは代理人様からお申し出ください。 

 

[当院の窓口] 

機関名 日本赤十字社高知赤十字病院 

放射線科部 山本 晃司 

〒780-8562 高知市秦南町1丁目4番63-11号  

 088-822-1201（平日9:〇〇～17:〇〇） 


